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婦人文庫の会員数は減少していくが、読書を続けた女性たちが存在したことも事実である。女性たちは

婦人文庫の活動を通して読書習慣を身につけ，共同で学習することに積極的な意味を見出すようになっ

ている。女性たちの読書に対する姿勢は，かつての時代に遅れずについていくという他律的なものから，

｢利益」を度外視し，読書をしたいという意志に基づいてそれを実行するという自律的なものへと変化し

ているといえよう。

そしてこのような自律的な読書が成立した背景には，婦人文庫における集団的な読書活動がある。女

性たちは婦人文庫の活動を通して自分と同じような境遇にあり，悩みを共有する仲間と出会うことで，

読書行為に参入していった。ゆえに，女性たちにとって読書という行為は自分自身と周囲の状況を媒介

するとともに，自分の考えを再確認し，外界に向けて発信していく核となるものであったのである。

なお，本研究では戦前の読書活動との連続性や1970年代以降の活動のあり方に関しては明らかにす

ることができなかった。これらの問題に関しては今後の課題としたい。

謝辞：本研究の調査に際しては，飯伊婦人文庫の方々，松犀太郎・緑氏，今村兼義氏，および飯田市

立中央図書館の方々に多大なご協力をいただいた。ここに改めて感謝申し上げます。

＊慶膳義塾大学大学院社会学研究科教育学専攻博士課程

対人ストレス過程における個人差の検討

一拒否に対する感受性に着目して－

小川万理子＊

対人関係にまつわるストレスフルなイベント（対人ストレッサー；口論など）は健康状態にとりわけ

大きな悪影響を及ぼすことが知られているが，どの程度ストレス反応（健康度の低下）を呈するかには

個人差がある。本稿では，拒否に対する感受性(rejectionsensitivity;ＲＳ)の高い者が何故高いストレス

反応性を示すのかについて，ストレスコーピングとの関連から検討する。

ＲＳとは，拒否されると不安を伴って予期し，また拒否をすぐに知覚して過剰反応しやすい傾性をさ

す(Downey＆Feldman,1996)。Ｄｏｗｎｅｙらはこのうち，拒否についての予期とそれに伴う不安・懸念

がＲＳの中核であるとし，両者を測定する尺度(RejectionSensitivityQuestionnaire;RSQ)を開発し

た。すなわち，両親・友人・恋人といった重要他者から拒否されると予期し，なおかつそれについて不

安を強く感じやすい者がＲＳの高い者(HRS)とみなされる。

ＲＳが対人関係での経験や，この経験による健康状態の変化に影響することがＲＳＱを用いた研究から

示されてきた。まずＲＳと対人ストレッサーの経験については，ＲＳの高さが恋人との破局（Downey，

Freitas,Michaelis,＆Khouri,1998)や暴力を伴う葛藤(Purdie＆Downey,2000)の経験に結びつくこ

とが示されている。そして健康状態への影響について，Ayduk,Downey,＆Ｋｉｍ(2001）は，恋人に別

れを切り出された場合が高ストレス，自分から切り出すか円満に別れるか，あるいは関係が継続してい

る場合が低ストレスとみなして検証し，ＨＲＳほど高ストレスの経験によって抑うつを増加させること

を示している。同様の傾向は，我が国の大学生についても明らかにされている。ＨＲＳほど対人ストレッ
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サーを経験しやす〈（小川，2003)，かつこのような経験によって健康状態がより阻害されやすい（小

川，2004）との報告がなされている。

このＨＲＳが示すストレス反応性の高さには，コーピングが関与していると考えられる。コーピング

とは，「有害，あるいは個人の資源を超えていると評価された外的・内的要求に対応するための認知・行

動的努力」のことを指す(Lazarus＆Folkman,1984)。そしてこれまでに，パーソナリティ傾性がコー

ピング方略の選択に影響を及ぼすことがストレス反応の程度の違いに結びつくことや，コーピングのス

トレス低減効果に違いをもたらすことが報告されている(e､g､,Bogler＆Zuckerman,1995)。

このことを踏まえ，本報告ではＲＳがコーピングの選択に影響を及ぼすことが健康度の違いに結びつ

くのかについて検討することとした。

方法

調査対象者と手続き

４年制・短期大学の講義時間中に質問紙調査を実施し，回答漏れのなかった２３２名（男性７４名，女性

158名，平均20.1歳）を分析対象とした。

測度

１．日本語版拒否に対する感受‘性測定尺度（ＪＲＳＱ;本多・桜井，2000)：ＲＳＱに日本人にとって馴染み

のない項目（場面）に修正を加えた上で，翻訳がなされたものである。この尺度は１８の対人依頼場

面から構成されている。各場面において相手から拒否されることについて，「心配」と「予期」の程

度を各々６件法で回答するよう求めた。項目得点は「心配」と「予期」を掛け合わせることで算出し

た（本多・桜井，2000)。なお，本研究では，質問項目文の主語の位置を変える等の変更を一部に施

した上で使用した。項目文を一部変更したために主成分分析を行い，第１主成分への負荷量が，３５

以上となった１６項目分の平均項目得点を以下の分析で使用することとした。

2．Tri-axialCopingScale-24（TAC-24;神村・海老原・佐藤・戸ケ崎・坂野，1995)：「肯定的解釈」

「カタルシス」「回避的思考」「気晴らし」「計画立案」「情報収集」「放棄。諦め」「責任転嫁」という

コーピング方略,各３項目から構成された尺度である。本研究では岡安(1992)による対人関係スト

レス状況の説明文を提示し，家族・友人・恋人との間でこのような状況を経験した際に普段選択し

ている方略について，その選択頻度を５件法での回答を求めた。８つの方略ごとの合計得点を算出

した。

3．ストレス反応尺度（尾関，1993)：「情動的反応」１５項目，「認知・行動的反応」１０項目，「身体的

反応」１０項目から構成された尺度である。最近１週間に自覚した心身の健康状態について，４件法

での回答を求めた。本稿では全ての項目を合計した「総ストレス反応」得点に関する結果を報告す

る。

結果

拒否に対する感受性がコーピング方略の選択に及ぼす影響

ＲＳとコーピング方略との間の相関係数を算出した(Tableｌ)。結果，「RS」と「放棄。諦め」「責任転

嫁」との間に有意な正の相関が示され，「RS」と「肯定的解釈」「気晴らし」「計画立案」との間に有意な
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ＴａｂｌｅｌＲＳとコーピング方略間の相関係数Table２ストレス反応尺度についての重回帰分析

肯定的解釈

カタルシス

回避的思考

気晴らし

計画立案

情報収集

放棄。諦め

責任転嫁

**＊ｐ＜､００１，＊＊ｐ＜,０１，＊ｐ＜､0５

負の相関が示された。

ＲＳ

一.３６**＊

一・1０

－．１０

－．23**＊

－．１７*＊

－．０７

．１５＊

、１６＊

ＲＳ

肯定的解釈

カタルシス

回避的思考

気晴らし

計画立案

情報収集

放棄。諦め

責任転嫁

Ａ邸Ｒ２

総ストレス反応

、２１＊＊

－．３３**＊

、０５

．００

．００

．１８＊

、０１

．２０*＊

－．0４

､１６**＊

**＊ｐ＜､００１，＊＊ｐ＜､０１，＊ｐ＜､0５

拒否に対する感受I性・コーピング方略が健康状態に及ぼす影響

「総ストレス反応」を従属変数とする重回帰分析を行った(Table２)。その結果，「RS」「計画立案」「放

棄．諦め」からの正のβと，「肯定的解釈」からの負のβが有意となった。

考察

本研究の結果から，まずＲＳがコーピング方略の選択に及ぼす影響については，ＨＲＳほど「放棄。諦

め」と「責任転嫁」方略を選択し，逆に，「肯定的解釈」「気晴らし」「計画立案」方略を選択しない傾向

にあることが示された。ＨＲＳは対人ストレッサーを経験した際，そのストレス状況が悪化していくと予

想しやすいのかもしれない。そのため状況を肯定的に捉え直したり問題解決に向けて計画を立てたりせ

ず，解決を諦めている可能性があるが，これについては今後直接的な検討が必要である。

次に健康状態への影響については，ＨＲＳが頻繁に用いる方略のうち，「放棄。諦め」方略が｢総ストレ

ス反応」を増加させていた。一方でＨＲＳがあまり用いない方略のうち，「計画立案」方略は「総ストレ

ス反応」を増加させていたが，逆に「肯定的解釈」方略は「総ストレス反応」を低減させており，健康

状態に対する「肯定的解釈」方略の肯定的な影響力が相対的に大きいことが示された。これら「肯定的

解釈」と「放棄。諦め」の影響については，青山・漬口(2001)の報告と類似している。これらの結果か

ら，対人関係上の問題の解決を放棄するような方略をあまり用いず．逆にストレス状況の中に肯定的な

面を見出そうとする方略を用いるようにすることによって，ＨＲＳのストレス反応が低減しうると示唆

された。

最後に今後の課題として，ストレッサーを分析に含めること，縦断的調査を行って因果関係を明確化

することが挙げられる。これらの取り組みにより，ＲＳの高いストレス反応性に関わるコーピングの役

割がより明確になると考えられる。
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